
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

内浦公民館だより 

Artfull うちうら 

 

 

● 開館時間 午前８時３０分～午後１０時 ●利用時間 午前９時～午後９時３０分 夜間利用が無い場合は午後５時で閉館いたします。 

 

＜6 月の休館日＞ 3 日（月）・10 日（月）・16 日（日）・17 日（月）・24 日（月） 

[発行] 

内浦公民館 

〒919-2351 

高浜町山中 104-4-2 

TEL.0770-76-2007 

FAX.0770-76-2008 

E-mail 
uchiura_c.c@town.takahama.lg.jp 

 

 

令和 6 年 5 月 10 日発行 

 

（2024）＜vol.128＞ 

内浦公民館講座 

『春のハイキング』～柿ケ渡新線を歩こう～ 

 

 

令和 6 年 4 月 8 日（月） 

 『春のハイキング』を開催しました。初めに、建設整備課の職員から【町道柿ケ渡

新線】の事業目的、事業概要等説明を受けました。【町道柿ケ渡新線】からの景色にも

期待して、内浦公民館を出発して柿ケ渡線を下り、休憩後柿ケ渡新線を歩き内浦公民

館に帰って来るハイキング！自然豊かなコースとあって、桜・ヤマモミジ・アオキ・

キブシ・ムベ等の植物を見つけたり、海を眺めながら楽しく歩きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

歴史講座 高浜の高僧 釈宗演 
＜講師 高浜町郷土資料館学芸員 倉田尚明 氏＞  

 

令和 6 年 4 月 13 日（土） 
 

 内浦公民館会議室で『釈宗演』の歴史講座を開催しました。

講師の倉田学芸員に高浜町若宮に生まれた宗演の歩みから功

績等を詳しく説明していただきました。内浦地区では特に音海

と縁があり、今回特別に釈宗演が墨蹟を残した扇子を見せてい

ただきました。交流されていた事を実感できました。最後に、

山中区白井
し で

で生まれた[虎関宗補
こかんしゅうほ

]についても話され、生誕の地

に立てられていた立札（写真）を紹介されました。 

 
 

 

4 月 7日（日） 日引ふれあい広場に行ってきました 

  

 
  

日引ふれあい広場でお花見会が開催されました。色とりどりの提灯が正門から装飾さ

れ、会場を彩っていました。【舞鶴ママズアンサンブル】の演奏会があり、リズムにの

って皆さん楽しく過ごされました。おにぎりやピザの販売も行われていましたよ(*^^*) 

  

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

今回は 逢坂冬馬 作 著 「歌われなかった海賊へ 」です。 

 

 

1944 年ナチ体制下のドイツの片田舎、密告により父親が処刑されたヴェルナーは『エーデルヴァイス海

賊団』と名乗るレオとフリーデに出会う。 

 レオは地域の名士の息子、フリーデはナチ将校の娘であったがナチ体制に反抗していた。当時、若者は皆、

青年組織『ヒトラー・ユーゲント』への参加を義務付けられていた。その統制に反発し、自然発生的に現れ

たのが海賊団であり、反戦ビラを撒いたり、ユーゲントに戦いを挑んだりしていた。彼らは政治や宗教など

の背景はなく「自由に生きる」を掲げて、法律で禁じられた外国のラジオ放送を傍受し、酒を飲み、反戦ビ

ラを作り、歌を合唱する、反体制的な態度をとり、世間から見れば不良と呼ばれる存在に近かった。 

 世間が密告社会のようになり、自由な言動も出来ない状況下においても、爆弾製造オタクのドクトルも加

わった 4 人は、密かに辺りの探検を続けた。 

村に鉄道を敷く工事が始まる。村が終着駅であるはずなのに、レールはその先へと続いている。いったい

何があるのか。ヴェルナーたちは真相を探るべく、レールの上を歩き始める。橋を渡って、操車場だと聞い

ていたその施設周辺には、対戦車地雷や対人地雷があり、高射砲などもあり、そこにあったのは人類史上

最悪の戦争犯罪といえる強制収容所だった。そこでは、囚人たちと思われる人たちが到着した貨

物列車から次々と降ろされて整列させられ、中には衰弱しきって自力で立っている事すらでき

ない人たちもおり、動けなくなった人たちは、監視兵に射殺され、他の囚人に運ばれていくの

だった。  

 その施設に対し連合軍が戦闘機で空襲攻撃を仕掛けてくる。ヴェルナーたちはトンネルに逃げ込み、遅れ

て対戦車地雷を抱えたドクトルと一人のアメリカ軍脱走兵が逃げ込んでくる。無事にヴェルナーの家の戻っ

てきた一同は米軍兵士から収容所の実態を聞き、次々と送られてくる列車を阻止するために鉄橋を爆破する

ことを企てる。 

 

 幾多の困難を乗り越え、爆破に成功し列車の運行を止めることとなるが、ヴェルナーたちは拘束され、町

の警察署に送還されてしまう。街区指導者のホフマンは鉄橋爆破を防げなかったことがドイツ国防軍に知ら

れてしまうと自分の命が危なくなることから、爆破は連合軍がしたことと供述するようヴェルナーたちに持

ちかけるがヴェルナーは拒否するが…。 

 

 レオとドクトルが絞首台に送られるのを防ごうと、ヴェルナーは連合軍の空爆から避難している住民たち

に助けを求めますが、住民たちは動かないのです。極限状況下において大人たちの現実から目を背ける姿と

純粋な少年たちの行動の対比に胸が痛みます。この小説での悪は「ナチ」であるとともに同調してわが身を

守る「普通の大人たち」であることを突き付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  

 

館長の《こーひーぶれいく》No.109 

 
 

独ソ戦が激化する 1942 年、モスクワ近郊の農村に

暮らす少女セラフィマ。急襲したドイツ軍によっ

て、母親や村人たちが惨殺される。自らも射殺さ

れる寸前、赤軍の女性兵士イリーナに救われる。

「戦いたいか、死にたいか」――そう問われた彼

女は一流の狙撃兵になることを決意する。やがて

独ソ戦の決定的な転換点となるスターリングラー

ドの前線へと向かう。ベストセラーとなった「同

志少女よ敵を撃て」併せてどうぞ。 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

月 日 曜日 講 座 内 容 

5 21 火 元気あっぷ生き活き倶楽部                         <13:30～15:00> 

  26 日 ヨガ教室＜5 回シリーズ＞1 回目             <13:30～14:30> 

  28 火 らくらく！運動教室（日引ふれあい広場）                <13:30～14:30> 

6 4 火 元気あっぷ生き活き倶楽部                             <13:30～15:00> 

  〃 〃 交通安全教室＜2 回シリーズ＞1 回目                     <15:00～16:00> 

  9 日 ヨガ教室＜5 回シリーズ＞2 回目                         <13:30～14:30> 

  11 火 AED (普通救命) 講習 <10:00～12:00> 

  14 金 スマホ教室                 <10:00～12:00> 

  18 火 元気あっぷ生き活き倶楽部                             <13:30～15:00> 

  23 日 からだを整える季節の雑穀料理 <13:30～15:00> 

 

内浦公民館講座のお知らせ 

令和 6 年度の大きな目標は 

【内浦を楽しもう♪】です。 

定期的に開催している講座はもちろん、皆さんと一緒に色々な角度から内浦の

良いところを再発見していきたいと思います。 

その 1 つとして皆さんから写真を募集します！ 

テーマは『本当は誰にも教えたくない、とっておきの 1 枚』 
（内浦地区内を撮った写真に限ります） 

皆さんのお気に入りを写真でお寄せください。 

 募集期間：5 月 14 日（火）～6 月 15 日（土） 
 A４サイズ程度 
 お一人 2 枚まで 

皆さんからの写真をお待ちしています！よろしくお願いします(^^♪ 

 

 

 

 お申込み、お問合せは内浦公民館 

電話 76-2007 までお願いします(*^^*) 

 内浦公民館 1 階ロビーに、谷館長

所有の鎧兜とのぼりを展示しまし

た。館内に来られた皆さんは、古く

から続く日本の伝統行事から『5

月』を実感されていました。端午の

節句では、菖蒲を飾る方や菖蒲のお

風呂に入る方もおられるようです。 

皆さんはどのようにお祝いされま

したか？ 

＜端午の節句＞ 

 

  ★写真募集のお知らせ★ 


